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「棚卸資産の評価に関する会計基準」適用に伴う特別損失計上のお知らせ 

 

 当社は平成 22 年２月期第 1四半期会計期間（平成 21 年３月１日～平成 21 年５月 31 日）におい

て、下記のとおり特別損失を計上することとなりましたので、お知らせいたします。 

 
 

記 
 
１．特別損失の発生及びその主な内容 

当第 1 四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成

18 年７月５日）が適用されたことに伴い、評価基準については、原価法から原価法（収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）に変更し、期首に係る棚卸資産の評価を行った結果、棚卸資産

に対する評価減を実施することといたしました。 
この結果、本会計基準の適用に伴う影響額 101 百万円を「たな卸資産評価損」として特別損

失に計上いたします。 
 
２．業績予想に与える影響 

当該損失については、平成 21 年 4 月 14 日に公表いたしました「平成 22 年 2 月期の業績予想

（平成 21 年３月１日～平成 22 年２月 28 日）」の第２四半期累計期間及び通期の業績予想に織

り込み済みであります。 
 

以 上 
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